
第 2 章 水 質 汚 濁

第 1 節 水質汚濁 の状況

県内の公共用水域について 、 水質汚濁防止法に基づ く 水質測定。十画を定め、 関係機関 建設省、 農林

水産省、 通商産業省、 鳥取市、 倉吉市、 米子市) の 協力を得て、 水質の測定を行っ た。

対象水域の概要図は、 資料 1 9 に示す。

1 人の健康の保護に関する項目 〔健康項目 〕

〔 カ ト ウ ム 、 シア ン 、 有機燐、 鉛、 六価 ク ロ ム 、 ヒ素、 総水銀、 アルキル水銀、 P C B 〕

3 4 河川 1 0 2 地点 1 , 7 1 9 検体、 4 湖沼 1 6 地点 2 9 2 検体、 及び 2 海域 1 6 地点 2 2 8 検体 、

合。十 1 3 4 地点 2 , 2 3 9 検体について測定を行っ た。 そ の結果、 前年度 と 同様に全検体が環境基準に

適合 し てお り 、 県内の公共用水域は全水域と も清浄であ っ た。

なお、 検体数の算定について はが ウ ム 、 シア ン等の各項目を 1 検体と して扱っ てい る o 炙 刹
(測定対象公共用水域)

河川
千他 =水系

千代川、 旧劣麹 =、 狐川、 山白川、 天神川、 湖山川、 枝川 、 野坂川、 新袋川、
有富川 、 大路川、 砂地= 、 八東川、 私都川 、 佐治川

天神川水系 天神川、 国府川、 小鴨川、 職= 、 三徳川 、 加茂川、 鴨川

日野川水系 日野川 、 法勝寺川、 板井原川

二級 河 川 蒲生川、 塩見U I I 、 河内川、 勝部川、 由良川、 加勢蛇川、 阿弥陀川、 佐陀川

斐伊川水系 旧加茂川、 新加茂川

湖 沼 湖山池、 多鯰ケ池、 東郷池、 中海

海 域 美保湾、 日本海沿岸

表 5 8 人の健康の保護に関する環境基準 (昭 4 6 . 1 2 . 2 8 環境庁告示第 5 9 号 )

項 目 カ ド ミ ウ ム シ ア ン 有 機 燐 鉛 褶価裔 ヒ 素 総 水 銀
ア ルキル

水 銀
PCB

基値準
0 .01場翳れ
以下

検出 さ れ
な い こ と

検出 さ れ
な い こ と

0 .1場拗
以下 0 ･喀黎

0.0印猪@
以下

0.0脚5増残
以下

検出 さ れ
な い こ と

検出 さ れ
な い こ と

2 生活環境の保全に関す る項目 〔生活環境項目 〕 〆
　

河 川 : PH 、 BOD 、 S S 、 D0 、 大腸菌群数

湖 沼 : PH 、 COD 、 S S 、 以) 、 大腸菌群数 (住) 用語の解説は資料 2 2 を

海 域 : PH 、 COD 、 油分、 D0 、 大腸菌群数 参照の こ と 。

m 概 要

主要水域の水質汚濁状況の概要を 、 生活環境項目の代表的指標であ る B O D (河川 に適用 〕 又

は C O D (湖沼、 海域に適用 ) で見れば、 次の と お り であ る 。

(注 ) 本白書では 、 BOD 及びCOD の評価について、 環境基準の類型をあてはめてい る水域に対す

る環境基準の達成状況･ 又はその他の水域こ対する 基準相当類型の評価こ農遊緒鬱認鋭く表46注を参照) を適用 し 、 水質の汚濁状況、 水質の経年変化等の評価には 、 いてい る
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K河 川》

1 級河川 (千代川 、 天神川 、 日野川) の水質は 、 おおむね下流部は環境基準に定める河川類型 A

(表 4 7 参照、 以下同 じ ) 、 上流部は河川類型 A A に相当 してお り 清浄な水質を維持 し てい る 。

2 級河川 (蒲型= 、 塩見 = 、 河内川 、 勝部川 、 由良川、 加勢蛇川、 阿弥陀川、 佐陀川) について

見る と 、 塩見川及び由良川の一部に類型B に相当する地点があ る もの の 、 他の地点はすべて類型

A A~ A に相当 してお り清浄な水質であ る。

都市河川の う ち 、 鳥取市内を流れてい る 旧劣劃 = は河川類型 B ~D 相当 、 倉吉市内の玉川 は類型

A A~ E以下、 ま た米子市内の旧加茂川は類型D~ E に相当する水質であ り 、 玉川上流部を除いて

いずれも依然と して汚濁が著 し い。

　　 　　

湖山池は C O D ( 7 5 %値) 5 . 9 ~ 6 . 4 鰡/ @ で湖沼類型C相当 、 多鯰ケ池は 3 . 4 ~ 3 . 5 彬/ “

(同 B 相当 ) 東郷池 6 . 0 ~ 6 . 4 等/ @ (同 C相当 ) と いずれ も他全体が汚濁 してお り 、中海は 2.0

~ 4 . 9 増/ @ (同 A~ C相当) と 地点に よ っ て汚濁状況に幅があ る 。

K海 域訓

美保湾は C O D ( 7 5 %値) 1江 ~ 1 . 9 刎#/ @ と 海域類型B を あてはめてい る水域を含めて全域

で海域の類型 A に相当 してお り 、 ま た 、 本県の 日本海沿岸海域は 、 0 . 8 ~ 1 . 2 鰡/ @ (同 A相当)

と 全域で前年度 と 同様に清浄な水質を保持 してい る 。

な お 、 県内の 2 2 海水浴場はすべて環境庁の判定基準に よ る ｢快適｣ な海水浴場に フ ン ク さ れて

い る 。

表 5 9 B O 喫むま C O D の概要及び環境基準達成状況

水 域 名 地 点 名
B O D

年平均値
@#/ @ )

環 境 基 準 達 成 状 況

あてはめて

い る 類 型

適 合 率

鉤

B O D

婦/%炉
相 当 す る

類 型

〔河 川〕
( 1 級河川)
千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川
佐 冶 川

天 神 川 水 系
天 神 川

賀 露
行 徳
源 大 橋
稲 常
佐 貫
市 瀬
毛 谷
米 岡 橋

蕉 代 議
下 F
別

原 籍

1 . 5

1 . 1

1 江

1 . 0

0 . 9

1 . 1

0 8

1 . 0

L O

0 8

1 . 2

0 . 9

1 . 1

1 . 4

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A

A

83 . 3

1 00

33 . 3

58 . 3

75 . O

66 7

75 . O

1 00

90 . O

1 . 5

1 . 2

1 . 3

1 . 1

1 . 0

1 . 2

1 . 0

1 . 2

1 . 2

1 . 0

1 . 2

1 . 0

1 . 2

1 . 5

A

A

A

A

A A

A

A A

A

A

A A

A

A A

A

A
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適合率擁り : 環境基準に適合 した 日数 × 1 0 0
総 測 定 日 数

適合率が 7 5 %以上の場合 、 環境基準に適合 してい る もの と する 。 (環境庁通達)
7 5 %値 : 年間の“ 個の 日間平均値の全デー タ を値の小さ い ものか ら順に並べた場合の

く“ x o . 7 5 ) 番 目 くその数が整数でな い時は 、 直近上位の整数) の数値をいx o . 7 5 ) 番 目 くその数が整数でな い時は 、 直近

環境基準の水域類型あてはめ に係る水質値を示す。
A地点の測定値 (平均値) が下。己の場合
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表 6 0 生店環境の保全に関する環境基準 (昭 4 6 . 1 2 . 2 8 環境庁告示第 5 9 号 )

1 河 川

※ 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

該当

水域
水素イ オ ン
濃 度

(P H)

生物化学的
酸素要求量

(BOD)

浮遊物質量

(S S)

溶存酸素量

(DO)
大腸 菌 群 数

AA
水道 1 級 ･ 自 然環境保全及び
A 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以上

8. 5 以下
1 物宛以 下 25励宛 以下 7 5場物 以上 50

爛ん饅賜亦
別類
に型

閣ご
義と
決に

>定指

鰺
孫
域域

A
水道 獨級 ･ 水産 1 級 ･ 水浴及び
B 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6. 5 以上

8 . 5 以下
認宛以下 2 5勿掬以下 7 5励宛以上 1 , 00 0

MNんの形以下

B
水 道 3 級 ･ 水 産 2 級 及 び
C 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以上

8. 5 以下
3 勿宛以下 2 5形蛇 以下 5勿宛 2逝 5, 0 0O

MNれの妙以下

C
水産 3 級 ･ 工業用 水 1 ′級 及び
D 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 5 以上

8. 5 以下
5 勿死 以下 5 o勿宛 以下 5物宛 以上

D
工業用 水 2 級 ･ 農業用水及び
E の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 0 以上

8 . 5 以下
8 勿宛 以下 節勿宛 以下 2勿宛 芝逝

E 工 業 用 水 3 級 ･ 環 境 保 全
6 . 0 以上
8. 5 以下

ぬ 物 以下
ごみ等の一一存

遊が認め ら
れない こ と

2物 以上
‘

囮 1 自然環境保全 : 自然探勝等の環境保全
2 水 道 1 級 : ろ過等に よ る簡易な浄水操作を行う もの

" 2 級 : 沈殿ろ過等によ る通常の浄水操作を行 う もの
" 3 級 : 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行う もの

3 水 産 1 級 : ヤマ メ 、 イ ワ ナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産 2級及び水産 3 級の水産生物用
" 2 級 : サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産 3 級の水産生物用

" 3 級 : コ イ 、 フ ナ等、 β -中腐水性水域の水産生物用
4 工業用水 1 級 : 沈殿等によ る通常の浄水操作を行 う もの

" 2 級 : 薬品注入等に よ る高度の浄水操作を行 う もの
3 級 : 特殊の浄水操作を行 う もの

5 環 環 保 全 : 国民の 日常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) に おいて不快感を生 じない限度

2 硼 招 く天然湖沼及び貯水量 1 ,000 万立方メ ー ト ル以上の人工湖)

遭蝨虱 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

該当

水域

水素イ オ ン

濃 度

(pn)

化学的酸素
要 求 量

( C O D )

浮遊物質量

( S S )

溶存酸素量

(D O )
大腸 菌 群 数

AA
水道 1級 ･水産 1 級 ･ 自然環境保
全及びA以下の欄に掲げ る もの

6 . 5 以上

8. 5 以下
1 物 以下 孕劾 以下 7 .′% 以上 M均彰以下

郷齪齪翻路線鰡
A

水道 2 、 3 級 ･ 水産 2 級 ･ 水浴
及び B 以 下 の欄に掲 げ る も の

6 . 5 以上

8. 5 以下
3 物 以下 メ発 以下 7 .′% 以上 1 , 0 00

MPMの祕以下
B

水産 3 級 ･ 工業用水 1 級 ･ 農業
用 水及び C の欄 に掲げ る もの

6 . 5 以上

8. 5 以下
5 勿効 以下 1者% 以下 ギ% 以上

C 工 業 用 水 2 級 ･ 環 境 保 全
6 0 以上

8 6 以下 8 脇 以下
ごみ等の浮

遊力≦認め ら
れない こ と

2物 以上

(國 1 自 然環境保全 : 自然探勝等の環境の保全
2 水 道 1 級 : ろ過等に よ る簡易な浄水操作を行う もの

水道 2 、 鋭級 : 沈殿ろ過等によ る通常の浄水操作、 又は 、 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行う もの
3 水 産 1 級 : ヒ メ マス 等貧栄養棚型の水域の水産生物用並びに水産 2 級及び水産 3 級の水産生物用

2 級 : サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産 鋭扱の水産生物用
3 級 : コ イ 、 フ ナ等富栄養湖型の水域の水産生物用

4 工業用水 1 級 : 沈殿等に よ る通常の浄水操作を行 う もの
2 級 : 薬品注入等に よる高度の浄水操作、 又は、 特殊な浄水操作を行う もの

環 境 保 全 : 国民の 日常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) において不関感を生 じない限度
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3 海 域

項泊中虱型 利用 目的の適応性

基 準 値

該当水域水素イ オ

ン蕊度
化学的酸
素要求量
にOD)

溶 存
酸 素 量
①0り

大腸菌群数 油 分

A
水 産 1 級 ･ 水 浴
自 然 環 境 保 全 及 び
B以下の欄に掲げる もの

7 . 8 以上
8. 3 以下 2%以下 7 .拂%以上

1 , 0(ゆ

M P N煮m“
以下

検出 さ れ
な い こ と

別に閣議
決定によ
り 水域類
型ご と に
指定する
水域

B

水 産 2 級 ･ 工 業 用 水
及 び

C の 欄 に 掲 げ る も の

7 . 8 以上
8. 3 以下 擬以下 5%以上 検出 さ れ

な い こ と

C 環 境 保 全
7 . 0 以上
8. 3 以下 8%以下 2物秀以上

し

(注) 1 . 自然環境保全 自然探勝等の環境保全
2. 水産 1 級 : マ タ イ 、 ブ リ 、 ワ カ メ 等の水産生物用及び水産 2 級の水産生物用

“ 2 級 : ボ フ 、 ノ リ 等の水産生物用
3 . 環境保全 国民の 日常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) において不快感を生 じ な い限度

囮 水 域 別 後潤
ア 河 川

げ) 三 大 河 川

千他=水系

千杙訓 l は有富川 と の合流点 (河口か ら約 7 加上流) か ら上流は、 河川類型 A A 、 下流は類型

Aの環境基準が定め られてお り 、 B O D ( 7 5 %値) でみれば、 類型 A A の源大橋 ･ 稲常及び

市瀬の 3 地点を除いて他の地点はすべて環境基準に適合 し てい る 。 そ の他の項目 につ いて、 そ

れぞれの指定類型に対する環境基準適合率を見る と類型 A Aの水域では D o l o o % . S s l o o

% 、 大腸菌群数 0 %、 類型 Aの水域でD 0 7 5 %、 S S 9 2 % 、 大腸菌群数 4 %と な っ てい る 。 !

各河川の水質の状況を B O D について見れば、 千代川は 0 . 8 ~ 1 . 5 昭/ @ と清浄であ り 、 千

代川に流入する八東川、 私都川、 佐治川 と も 0. 9 ~ 1 . 2 増/ @ と極めて清澄な水質を維持 して

い る 。

水質の汚濁状況 (B O D ) を前年度 と比較 してみ る と 、 千樹脂墳露 ( 2 ･ o 一 1 ･ 5 “#/ @ ) ◎
でやや良 く な っ てお り 、 流入河川であ る 八東川、 私都川及び佐治川 と も ほぼ同程度であ る 。 こ

の水系の水質の経年変化を見る と ほぼ横ばいで推移 してい る 。

( (注 ) 各河川の水質経年変化、 環境基準適合率の詳細については資料 2 0 を参照の こ と 。 )
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表 6 1 測 定 結 果

河 川 名 艇 地点名 鞍 pH
DO

@“レの
BOD

(場ツの
S S

ぐ場しの
大 腸 菌 群 数

(MP N /1の 形)

千代川水系
千 代 川

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

賀 露

行 徳

像 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

7 . 2

7 . 3

7 . 1

7 . 4

7 . 2

6 . 9

6 8

9 . O

9 . 6

1 0

9 . 7

1 0

9 . 8

9 . 8

1 5 ( 1 5 )

1 . 1 ( 1 . 2 )

1 . 1 ( 1 . 3 )

1 ‐ 〇 ( 1 ‐ 1 )

0 . 9 ( 1 . 0 )

1 . 1 ( 1 . 2 )

0 . 8 ( 1 . 0 )

1 4

6

3

3

4

5

9

7 . 2 x 1 0 2 ~ 4 9 x l 0 4

1 . 9 x 1 0 3 ~ 2 . 3 × 1 0 4

4 . 9 x 1 0 2 ~ 1 . 7 x 1 0 4

1 . 3 x 10 3 ~ 7 . 5 x 1 0 4

1 . 1 × 1 0 3 ~ 4 9 x 1 0 4

1 . 3 x 10 2 ~ 2 4 x 1 0 4

2 . 3 x 1 0 2 ~ 1 . 8 x l 0 4

八 東 川

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野 リムリムリム14T･上14
6 . 9

6 . 9

6 . 7

9 . 9

1 0

9 . 9

1 . 0 ( 1 . 2 )

1 . 0 ( 1 . 2 )

0 8 ( 1 . 0 )

5

8

2

4 . 9 x 1 0 2 ~ 7 . 9 x 1 0 3

9 . 3 x 1 0 2 ~ 7 . 9 x 1 0 3

1 . 1 x 1 0 2 ~ 1 . 6 x 1 0 5

私 都 川 下 門 尾 1 2 7 . 0 1 0 1 . 2 ( 1 2 ) 6 7 . 9 × 1 0 2 ~ 2 . 2 x 10 4

佐 治 川 別 府 12 6 . 9 9 . 6 0 . 9 ( 1 . 0 ) 6 2 . 3 x 1 0 2 ~ 1 . 3 1 0 4

( ) 内 は 7 5 %値

(測定地点図)

〔千代川 〕 ( BOD 最大~最小値)

日本海 BOD (礪/" x 75 %値 人 0. 5 未満
B

A

AA

市額 。
毛 賀 行 源 稲 佐 市 毛 米 方 岸 下 別 類
谷 大 岡 代 門 型

o 5 10 15初 露 徳 橋 常 質 瀬 谷 橘 寺 野 尾 府 )

表 6 2 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 仰げ/ “ )

5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度

千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

2 . 3

1 . 3

0 . 8

0 7

0 6

1 . 2

0 . 7

0 9

0 . 8

0 7

1 . 9

0 . 9

-> 1 . 6

◇ 0 7

0 7

0 8

0 . 6

◇ 0 6

0 5

◇ 0 6

0 . 6

字> 0 . 5

◇ 0 8

◇ 0 6

1 7

0 . 8

0 . 8

0 7

0 . 7

0 6

0 6

0 . 6

0 6

0 . 6

0 . 8

0 . 6

1 . 5

0 . 9

0 9

◆ 1 . 0

0 . 8

0 7

0 7

0 . 8

0 . 8

0 . 6

0 . 9

0 . 7

ヰ◆ 2 . ○

1 . O

0 . 9

0 9

0 . 9

4◆ 1 . 1

0 . 8

1 . 0

可尹 1 . 1

0 . 8

1 . 0

0 . 9

-◇ 1 . 5

1 . 1

1 . 1

1 . 0

0 . 9

1 . 1

0 . 8

1 . 0

1 . O

0 . 8

1 . 2

0 . 9

(庄 ) =》 前年度に比べ良 く な っ た もの 弓◆: 前年度に比べ悪化 し た も の
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天神川水系

天神川 は小鴨川合流点 (河口か ら約 7 如上流) か ら上流は、 河川類型 A A 、 下流は類型 Aの環

境基準が定め られてお り B O D ( 7 5 %値 ) でみれば類型A及びA Aの水域の全地点で環境基

準に適合 してい る 。 ま た 、 両水域と も D 0 、 S S は ほ と んど環境基準に適合 してい るが 、 大腸菌

群数の適合率は 0 %であ る 。 水質の状況を B O Dで見れば、 天神川 ( 0 . 6 ~ 1 . 4 噂/ @ ) 、 及び

天神川に流圦もする小鴨川 ( 0 . 6 ~ 0 8 増/ @ ) 、 三徳川 ( 0 . 7 ~ 0 . 伊野/ @ ) と も いずれも清浄

であ る 。

本水系の汚濁状況 ( B O D ) を前年度と 比較する と 、 前年度悪化 した天神川の下流部、 小鴨川、

三徳川 と も良 く な っ てお り 、 経年的な水質の変化を見る と水系全体と しては ほぼ同程度の水質で

推移 してい る 。

表 6 3 測 定 結 果

水 域 名 躯 地点名 繊 pH DO

@甥しの
BOD

@#ゾ8 )
S S

ぐ場〃の
大 腸 菌 群 数
(M P N/ 1 00 祕 )

天神川水系
天 神 川 AA螢船螢

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨 リムハUAUリムリムー▲ろくJりリマ上T▲
7 . 2

7 . 3

7 . 3

7 . 3

73

9 . 4

9 . 9

1 0

1 0

1 0

1 . 1 ( 1 . 2)

L 4 ( 1 . 5)

O ･ 8( O ‐ 9 )

0 7 (0 . 8)

0 . 6 (0 . 6) ハbワー“"r【UQU
3 . 3 x 1 0 3 ~ 2 . 8 × 1 0 4

2 , 8 x l 0 3 ~ 4 . 9 x 1 0 4

1 3 x 1 0 3 ~ 3 . 3 × 1 0 4

33 x 10 2 ~ 1 . 3 × 1 0 4

1 . 3 x 1 0 2 ~ 7 . 9 x l 0 3

小 鴨 川

巌 城

河 原 町

関 金

今 西 1 21 21 2祕
7 . 4

7 . 4

7 . 4

7 . 5

1 0

1 0

9 . 9

9 . 9

0 . 8 (0 . 8)

O 7 (O ･ 8)

0 . 7 (0 . 8)

0 . 6 (0 5)

6

4

3

3

4 . 9 × 1 0 2 ~ 2 2 × 1 0 4

7 . 9 × 1 0 ~ 4 . 9 × 1 0 4

1 . 3 x 1 0 3 ~ 7 . 9 × 1 0 4

3 . 9 x 1 0 ~ 2 . 3 x l 0 4

国 府 川 福 光 12 7 . 4 9 . 8 0 . 9( 0 . 9) 6 1 . 3 × 1 0 3 ~ 4 . 9 × 1 0 4

三 徳 川
横 手

片 柴 リムリム1111
7 . 5

7 . 3

1 1

1 0

0 . 9 ( 1 . 0)

0 . 7 (0 . 7 )

3

3

3 . 3 x l 0 3 ~ 7 . 9 x 1 0 4

1 . 7 x 1 0 3 ~ 3 . 3 x l 0 4

加 茂 川 森 12 7 . 3 10 0 . 6 (0 . 7 ) 2 3 3 × 1 0 2 ~ 7 . 9 x l 0 3

( ) 内 は 7 5 %値

(測定地点図〉 B OD

〔天 神 川 〕 (勿“ の くBOD 最大~最小値)
日本海 4. O x 7 5 %値 人 0 . 5 未満

. 1
ゞ

-

)

く

く ･
T - l ;

◆ 咲 大 家 天 災 災 難 =

3. 5

廳 小田 3‐ O
福光 2. 5

B

大原 片集 2 . o A

1 . 5

系 AA
西 1 . O

0 . 5

O

0 5 駒 田 小 大 今 穴 巌 河 関 今 福 横 片 森 鬘原

後 田 原 泉 鴨 城 町 金 西 光 手 柴 )
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表 6 4 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 (栩/ @ )

5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度

天 神 川 水 系

天 神 川

小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

巌 城

河 原 町

関 金

今 西

横 手

片 柴

森

1 . 4

2 . O

0 7

0 . 5

0 7

0 . 9

0 . 6

0 7

0 . 7

1 . 3

0 . 7

0 . 7

◇ 1 . 0

1 . 8

0 . 9

0 . 7

0 6

1 . 0

0 . 8

0 . 8

0 . 5

-◇ 0 . 9

0 5

0 5

0 . 9

◇ 0 . 9

0 . 7

0 6

0 . 7

0 . 8

0 . 7

0 . 6

0 . 6

0 8

0 . 6

0 6

◆ 1 . 2

◆ 1 . 2

0 . 7

0 6

0 6

0 . 9

0 . 6

0 . 5

0 6

0 9

0 . 7

0 . 6

す“ 1 ‐ 6

す“ 1 . 9

1l◆ 1 ‐ 1

0 . 8

0 6

可“ 1 ‐ 4

呻尹 1 ‐ 0

0 . 6

0 . 6

可l-◆ 1 ‐ 2

0 . 8

0 . 6

-E> 1 . 1

字> 1 . 4

弍> ○ ‐ 8

0 . 7

0 . 6

-C> 0 8

寺> ○ ‐ 7

0 . 7

0 . 6

-;> 0 . 9

0 . 7

0 . 6

日野川水系

日 野川 は 日 野橋 (河口か ら約 3 加上流) か ら 上流は河川類型 A A 、 下流は類型 Aの環境基準が

定め ら れてい る 。 類型 Aの地点はB O D ( 7 5 %値) 1 . 4 噂/ @ と 基準に適合 してお り 、 類型

A Aの水域では、 八幡 ( 1 . 3 彬/ @ ) を除いて他の地点はいずれも基準値を満足 してい る 。 B O D

以外の項目 の環境基準適合率を見る と 、 類型 A Aの水域では、 D O 1 0 0 %、 S S 9 9 %、 大腸

菌群数 3 % 、 類型 Aの水域では 、 D O 1 0 0 % 、 S S 1 0 0 % 、 大腸菌群数 2 6 % と な っ てい る 。

こ の水系の水質の状況 ( B O D ) は 、 日 野川 ( 0 . 6 ~ 1 . 2 彬/ @ ) 、 及び法勝寺川 (1 .0~ 1 .1

傷/ @ ) 、 板井原川 ( 0 . 5 啼/ @ ) と も 、 いずれ も清浄な水質であ る と いえ る 。

水質の状况を B O Dで前年度 と比較する と 、 日 野川 上流部で若干悪化 してい るが、 法勝寺川は

良 く な っ てお り 、 経年的に見る と 、 こ の水系の水質は いずれ も大幅な変化は認め ら れず、 ほぼ横

ば いの水質を保 っ てい る 。

表 6 5 測 定 結 果

水 域 名
指定
類型

地点名 顱 pH DO

@啼ツの

BOD

(物炙う/@ )
S S

@“しめ
大 腸 菌 群 数

(M P N / 100 拶 )

日野川水系
日 野 川

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

1 2

30

30

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

7 3

7 . 4

7 . 5

7 3

6 . 9

6 9

7 0

7 . 0

1 0

1 0

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 . 0 ( 1 . 4)

1 ･ 2 ( 1 ･ 4 )

1 . 0 ( 1 . 3 )

〇 ‐ 9G ･ O)

0 . 8 (0 . 9 )

0 8 (0 9)

1 ･ O (O ･ 9)

0 6 (0 6) ハbqソヤリ獲れせ7IAVワー“せ
4 . 0 × 1 0 2 ~ 3 . 5 × 1 0 4

1 . 7 × 1 0 2 ~ 2 . 2 × 1 0 4

7 8 × 1 0 ~ 3 . 5 x 1 0 4

3 3 x 1 0 2 ~ 3 . 5 x 1 0 3

1 . 1 × 1 0 2 ~ 9 . 2 x 1 0 3

4 9 × 1 0 ~ 2 . 4 x 1 0 4

2 . o x 10 ~ 9 . 2 x 1 0 3

2 . 3 × 1 0 ~ 1 . 1 × 1 0 4

法勝寺川
福 市

法 勝 寺 リムリム1411
7 . 2

7 . 2

9 . 9

1 0

1 . 1 ( 1 . 2)

1 . OG . 0 )

16

6

3 . 3 x 1 0 2 ~ 1 . 7 × 1 0 4

3 . 5 x 1 0 2 ~ 2 4 × 1 0 4

板井原川 高 尾 1 2 6 . 9 1 1 0 5 (0 . 5 ) 3 4 0 x 1 0 ~ 5 4 × 1 0 4

( ) 内 は 7 5 %値
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(測定地点図) ( BOD 最大~最小値〉

〔 日 野 川〕 BOD x 75 %値 人 0 . 5 未満
美保湾 (増“)

皆生 3 0 B

福市 八幡 2 . 5

法勝寺 溝口 2 0 A

高尾 1 . o

矢戸 生山 0 5

【 - -

で 中 ▲ ↑ きI
ん、 天 災 失 火 夫 -寸 ゑ

0 5 10 15拗 皆 車 八 溝 武 下 生 失 福 法 高 額
]-･ 勝 型

生 屋 幡 口 庫 榎 山 戸 市 寺 尾 )

表 6 6 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 (吻/ @ )

5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度

日 野 川 水 系

日 野 川

法 勝 寺 川

板 井 原 川

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

0. 9

1 . 1

0 . 7

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 7

0 . 5

0 . 9

0 . 7

0 . 6

1 . 1

1 . 3

0 . 8

0 . 8

0 . 6

0 . 5

0 . 6

0 . 6

1 . 1

0 . 7

0 . 5

宅> ○ ‐ 7

字> ○ . 9

0 . 6

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 9

0 . 7

0 5

◆ 1 . 3

1 . 1

◆ 1 . 0

◆ 1 . 1

0 . 8

0 . 8

◆ 0. 9

0 . 7

◆ 1 . 2

0 . 9

0 . 7

1 2

1 . 2

1 . O

1 . 1

0 8

0 . 6

0 . 7

0 、 7

1 . 4

◆ 1 . 2

0 . 6

1 . 0

1 . 2

1 . 0

0 . 9

0 . 8

0 . 8

÷ 1 . 0

0 . 6

◇ 1 . 1

1 . 0

0 . 5

名 ) 都 市 河 川

旧袋川 く鳥取市) の水質は 、 B O D ( 7 5 %値) 2 . 5 ~ 6 . 6 彬/ “ (河川類型 B~ D相当 ) と

汚濁 してお り 、 前年度の測定結果と比較 してみる と 、 一部の地点を除 く 各地点で良 く な っ てい る 。

玉川 (倉吉市) は、 上流部のん幡町 ( 0 . 8 栩#/ “ ) を除いて 3 . 8 ~ 1 6 礪/ @ (河川類型 D~

E よ り 悪い ) と依然と して汚濁 してお り 、 特に宮川町、 西仲町、 余戸谷町の各地点が著 しい。 前

年度と 比較する と各地点で同程度あ る い は良 く な っ て い る 。
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旧加茂川 (米子市) は 7 . 0 ~ 1 0 啼/ @ (河川類型D ~ E ) と 全水域で汚濁 してお り 、 前年度

と 比較する と 若干悪化 してい る 。

こ れ らの都市河川の経年変化 (昭和 5 3 年度~ 5 8 :年度 ) を見る と 、 旧箋劉 =及び乱 I l 4割ま るまる横

ばいの水質で推移 してい るが、 旧加茂川 につい ては だんだん良 く な っ てき てい る 。

表 6 7 測 定 結 果

ぬ
鬘
畑野

河 川 名 艇 地 点 名 纖 pH DO

@“レの
BOD

(場レ@ )
S S

@炙ゾの
大 腸 菌 群 数

(M P N/ 1 00 形)

57年度
BOD

(場レリ

旧 袋 川

浜 坂

弁 天 橋

丸 山 橋

出 合 橋

若 桜 橋

吉 方 橋

三洋大橋 nノムリGRUバ4n64AUT4T414nノムー4リム
7 . 1

6 . 8

6 . 8

6 . 9

6 . 8

7 . 0

7 . 1

6 . 5

7 . 1

6 . 6

7 . 2

8 . O

8 . 1

9 . 8

5 . 7 (6 . 6)

2 ･ 9 ( 3 ‐ 7)

3 . 3 (4 . 1 )

3 . 1 (3 . 4)

2 . 9 (3 . 9)

3 . 6 (4 . 2)

2 . 8 (2 . 5) ワーワー〔けりムハノムQJRUT｣T4141一
8 . 9 x 1 0 3~> 2 . 4 × 1 0 5

1 . 1 x 1 0 3~◇ 2 4 x 1 0 5

3 . 3 x 1 0 3~> 2 . 4 × 1 0 5

3 . 3 x 10 3~◇ 2 . 4 × 1 0 5

7 . o x 1 0 3~◇ 2 . 4 × 1 0 5

4 . 4 x 1 0 3~◇ 2. 4 × 1 0 5

1 . 3 × 1 0 3 ~◇ 2 . 4 × 1 0 5

5 . 2

5 . 2

4 . 9

3 . 6

3 . 2

4 . 7

4 . O

玉 川

巌 城

宮 川 町

西 仲 町

余戸谷町

八 幡 町 n/6つムリム?ムリムーヱー1Tユー4
7 . 0

7 . 1

7 . 1

7 . 2

7 . 3

8 . 7

6 . 4

8 . 1

8 . 9

1 0

3 ･ 5 (3 ･ 8 )

1 1 G 5)

1 1 ( 1 3)

1 1 ( 1 6)

C) ‐ 8 (O 8)

1 5

9

1 5

1 1

4

7 . 9 x 1 0 3~ 1 . 7 × 1 0 5

7 . o x 1 0 4~◇ 2 . 4 x 1 0 5

7 . 9 x 1 0 4~◇ 2 . 4 x 10 5

1 . 7 x 10 4 ~ 2 . 3× 1 0 5

1 . 4 x 1 0 3~ 1 . 3 x 1 0 4

4 . 5

1 1

1 6

1 1

1 . 1

旧加茂川

灘 町 橋

天 神 橋

旭 橋

土 橋

加茂川橋 リムリムリム?&リムー4141上1ユー上
6 . 9

6 . 8

6 . 8

6 . 9

6 . 8

4 . 9

5 0

6 . O

6 . 4

6 . 6

9 6 (8 . 8 )

8 ･ 5 Q O)

6 . 7 (7 . 0)

1 0 (9 . 6 )

1 5 (8 7)

1 0

1 2

1 5

1 5

1 5

1 . 7 x 1 0 4へ◇ 2 . 4 x l o 5

4 . 9 x 1 0 4~> 2 . 4 x 1 0 5

1 . 3 x 1 0 4 ~◇ 2 . 4 x 1 0 5

1 . 7 x 1 0 3~◇ 2 4 × 1 0 5

1 . 4 x 1 0 4~> 2. 4 x 1 0 5

9 4

1 2

7 . 4

8 . 8

1 0

( ) 内 は 7 5 %値
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〔 旧加茂川 〕
加
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川
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旭
橋

灘
町
橋
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製

神川

と っ とり

水域名 地点名 BOD年平均値(噂/“)53年度 54年度 55年度 56年度 57年度 58年度
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時
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旧
玉
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点
点
点
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地
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へ
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へ
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浄
浄

み

2
例

6

( BOD 最大~最小値)

三
洋
大
橋
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橋

変年
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坂
経

蹴
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5
0

郊
測
旧

/
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ー
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至
よ
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(ウ ) 二 級 河 川

県内の主要二級河川 8 河川 について 、 そ れぞれ各三地点の測定結果を見る と 、 加勢蛇川、 阿弥

陀用は B O D ( 7 5 %値) 1 勿げ/ @ 以下 (河川類型 A A相当 ) と 極めて清浄な水質であ り 、 他の

河川 も 1 ~ 2 彬/ “ 前後と おおむね清浄な水質を維持 してい る 。

各河川の水質について 、 前年度と の対比を見る と 、 蒲生川、 塩見= 、 河内川、 阿弥陀川、 佐陀

川の各河川で若干悪化 してい るが、 他の河川は同程度であ る 。

ま た 、 こ れ ら の河川の経年変化は 、 ほぼ横ば いの状態で推移 してい る 。

表 6 9 測 定 結 果

河 川 名 艇 地 点 名
測定
回数

pH
DO

@“レリ
BOD

@“レ8 )
S S

@“′"
大 腸 菌 群 数

(M P N/ 100 祕 )

57年度
BOD

@炙ツの

蒲 生 川

本 庄

恩 志、

太 田 4月ハナメハせ
6 . 9

7 . 0

6 . 9

9 . 3

9 . 9

9 7

1 . 2 ( 1 . 3)

1 ‐ 3 ( 1 ‐ 7 )

1 . 3 ( 1 . 3 ) ワーに〉うり
9 . 5 x l 0 2 ~ 7 . o x 1 0 3

3 . 3 × 1 0 2 ~ 7 . 9 x 1 0 3

5 9 × 1 0 ~ 5 4 × 1 0 4

0 . 9

0 . 9

0 . 7

塩 見 川

細 川

海 士

箭 溪 “ハマイハ性“性
6 . 9

6 . 7

7 . 0

7 . 9

4 . 8

9 . 7

1 . 1 ( 1 . 1 )

1 . 8 (2 . 4)

1 . 1 ( 1 . 2) 郎945
1 ･ 1 × 10 3 ~ 5 ･ 4 × 1 0 4

7 . 0 × 1 0 2 ~ 1 . 1 × 1 0 4

4 . 6 × 1 0 2 ~ 9 . 2 × 1 0 4

0 . 8

1 . 0

0 . 9

河 内 川

宝 木

宿

来 日 在せれ云“"
6 8

6 . 8

6 . 8

9 . 1

9 . 4

1 0

2 . 3 (0 8)

2 . 0 ( 1 . 2)

1 . 0 ( 1 . 3) ぬ231 0
4 . 6 x 1 0 2 ~ 1 . 6 x 1 0 5

2 . 4 x 1 0 3 ~ 2 4 × 1 0 4

4 9 x 1 0 2 ~ 5 4 x 10 4

1 . 1

0 . 9

0 . 8

勝 部 川

青 谷

吉 川

善 田 れせれ丁在世
7 . O

6 . 8

6 . 8

8 . O

9 . 5

9 0

1 . 3 ( 1 . 5)

1 . 0 (0 . 8)

1 . 6 ( 1 . 8)

6

6

1 0

1 . 7 × 1 0 4 ~◇2 . 4 x 1 0 5

1 . 3 × 1 0 3 ~ 5 4 x 1 0 4

4 . 9 x 1 0 3 ~ 5 . 4 x 1 0 4

2 . O

1 . 1

1 . 5

由 良 川

瀬 戸

穴 沢

東 亀 谷 れすれすれ性
7 0

7 . 0

7 . 2

8 6

8 7

9 . 2

1 . 4 ( 1 3)

1 ‐ 2 ( 1 ‐ 3)

2 . 1 ( 2 . 4)

1 5

19

7

2 . 2 x l0 3 ~ 2 . 3 x 1 0 4

1 . 7 × 1 0 3 ~ 1 . 1 × 1 0 4

4 . 9 x l 0 3 ~ 7 . 0 × 1 0 4

1 . 9

1 . 2

2 . O

加勢蛇朝 l

｣

上 伊 勢

八 反 田

三 本 杉 洲4月ハせれ淀
7 5

7 . 5

7 . 4 〔UAU〔UT41一41上
0 7 (0 . 5 )

0 6 (0 . 5 )

0 6 (0 5 )

4

3

4

1 . 8 × 1 0 2 ~ 1 . 7 x 1 0 3

1 . 8 × 1 0 2 ~ 4 . 9 x 1 0 3

7 . 8 × 1 0 ~ 1 . 7 x 1 0 3

0 . 7

0 . 8

0 . 7

阿弥陀川

所 子

坊 領

原 月召す4月性召す
7 . 0

7 . 0

7 1 nv̂Û=〉T414T｣
0 9 ( 0 6 )

1 2 ( 1 . 0 )

2 1 (0 . 8)

28

20

1 9

7 . 9 × 1 0 ~ 3 . 3 x 1 0 3

1 . 7 × 1 0 2 ~ 7 . 9 × 1 0 3

2 . 0 × 1 0 ~ 4 . 9 × 1 0 3

0 . 7

0 . 7

0 . 6

佐 陀 川

佐 陀

吉 長

福 万 “性獲れ性メハマ
7 . 0

6 . 8

7 . 1 Û̂ÛU｢4T･41上
1 . 6 ( 1 . 3)

1 4 ( 1 0 )

1 . 1 ( 0 9 )

1 9

35

1 5

1 . 3 × 1 0 3 ~ 1 . 7 × 1 0 4

3 3 × 1 0 2 ~ 2 2 × 1 0 4

7 9 × 1 0 ~ 7 . 0 × 1 0 3

1 . 1

1 . 0

0 . 8

( ) 内 は 7 5 %値
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(測定地点図)

〔塩見川 〕 〔蒲生川〕

日本海 ‐ 本庄 恩地 0 5 1 0如

本 恩 太 細 侮 箭 宝 宿 来 青 吉 善
庄 志 田 川 士 溪 木 日 谷 川 田

〔由 良 川〕

日本海

東亀谷

BOD

　　　　

瀬 穴 東
亀

戸 沢 谷

〔加勢蛇i = 〕
日本海

上 八 三
伊 反 本
勢 田 杉

A

AA

〔厚鸚野川 - 〕 〔佐 野宿 i = 〕 炙

BO D

　　　　

日本海

蹄/ 坂田

BQD

@#")

BoD 所子
@#/@)

所 坊

子 領
原

A

AA

佐 吉 福

陀 長 万

A

AA

〔河内川〕 〔勝部川〕

日本海

A

AA

表 7 0 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 (傷/ @ )

5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度

蒲 生 j

塩 見 ′

河 内 ′

勝 部 j

由 良 i

加 勢 蛇 j

阿 弥 陀 j

佐 陀 ′

3 地 点 1 .3~ 1 .8

1 .6~2 .0

1 .2~4 . 1

1 . 5~ 2 .4

1 .1 ~3 .O

0 . 6

1 .0~ 1 .2

1 . 2~ 1 .6

◇0 . 8~ 1 .2

#;>○ .6~ 1 .6

‐〉◆ .8~ 3 .5

◆1 .7~ 2 .8

◇0 .8~2 .5

0 .6~0 .7

◇0 .7~ 1 .2

◆1 .9~ 2 .3

④〉0 . 5~0 . 6

◇0 .6~ 1 .2

◇ 0 .5~ 1 . 1
◇0 .7~ 1 .4

◇0 .8~ 1 .8

0 . 7

0 .8~ 1 .2

‐"〉 1 .0~ 1 .5

06~0 .7

0 .6~ 1 .2

0 .6~ 1 .O

◆0 .8~2 .O

李1 .4~2 .O

0 .6~0 .9

◇0 .6~ 0 .9

◇0 .9~ 1 .2

0 .7~0 .9

0 ,8~ 1 ,0

0 .8~ 1 . 1

◆1 . 1~2 .O

1 . 2~ 2 .O

0 .7~0 .8

0 .6~0 . 7

0 .8~ 1 . 1

l“◆ 1 .2~ 1 .3

l-◆ 1 . 1 ~ 1 .8

◆“ 1 .rを33

1 .0~ 1 .6

1 .2~2 1

0 .6~ 0 .7

lし0 .9~2. 1

9““ 1 . 1 ~ 1 .6
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イ 湖 沼

庁) 湖 山 池

湖山池は 、 環境基準の柳沼類型 Aが定め られてい るが、 C O D ( 7 5 %値) は 5 9 ~ 6 . 4 符

/ “ と 4 地点 と も環境基準に適合 してお らず、 類型 C に相当 してい る 。 そ の他の項目 について

環境基準適合率をみる と 、 D 0 8 8 %、 S S 1 0 % 、 大腸菌群数 8 5 % と な っ てい る 。 C O D

について前年度の水質と 比較す る と 、 4 . 3 ~ 4 . 8 鰡/ @ → 5 . 2 ~ 5 5 啼/ “ と若干悪化 して る

が、 経年的に見る と幾分良 く な っ て き てい る と いえ る。 湖中央部 (上層) の全燐 (T - P ) は

減少 してき てお り 、 全窒素 (T - N ) は年によ り 変動がある 。

表 7 1 測 定 結 果

(測定地点図)

南 o 1 2加

地 点 番 号
及び地点名 顱 pH

DO

@“しめ
COD

(場ツリ
SS

場しの

大腸菌群数

趣P咳oo “)
57年度
COD

@“レ8 )

①布勢地先 1 2 7 .9 9 8
5 .2

(6 . 4)
1 4

5 1 × 1 0

~ 2 .o x 1 0 3
4 .8

②堀越地先 1 2 7 .9 9 .5
52

(5 9)
1 4

6 .7 × 1 0
~ 2 . 6 × 1 0 3

4 .6

③中 央 部 12 8 .O 9 . 7
5 . 3

(6 . 0)
1 5

2 . 8 × 1 0

~ 9 .8 × 1 0 3
4 .3

④松原地先 1 2 8 .O 9 .8
5 5

(6 1 )
1 6

2 . 5 × 1 0

~ 4 .2 × 1 0 2
4 . 5

影易 くcoD 最大~最少値) (彰が) T - N T重砦魂誉 T-p
1 0 - × 75 %雍 @"“≧1 . O

-

> て , く 〉 く 〉

-

8 ′ . C

O . 0 5B 0 55

一一 T- N (全窒素)
.- - " Tー P (全 燐)

3 A

0 = 上一 一 。= ｣一 o o

　 　 　 　 　 　

昭
和
56
年
度

昭
和
55
年
度

昭
和
53
年
度部 先 護 年度

表 7 2 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (吻/ @ )

5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度

湖 山 池 4 地 点 7 .3~ 9 .4 ギ>4 6~ 5 4 4 .5~4 .9 J麟4 9~5 7 ->4 .3~ 4 .8 ÷李5 ‐2~ 5 ‐5

- 8 1 -



“ ) 多 鯰 ケ 池

多鯰ケ池は 、 環境基準の類型指定がさ れてい な いが、 C O D ( 7 5 %値) で見る と 3 .4 ~3 . 5

栩#/ β と 湖沼類型 B に相当 し てい る 。

水質は、 池全体が平均 して若干汚濁 してお り 、 前年度 と 同程度であ り 、 経年的にみて も 、 ほ

ぼ同程度の水質で推移 してい る 。 硼内の 3 地点を平均 し た全窒素 (T - N ) 及び全燐 (T - P )

についてみる と 前年度 と ほ と んど変化は見 ら れない 。

表 7 3 測 定 結 果
(測定地点図)

0｣ , ね拗

地 点 番 号
及び地点名

測定
回数

pH DO

@“レの
COD

@“レの
S S

@“レの

大腸菌群数

(MPN煮oo 祕)
溌D度
(場レリ

① 西 部 4 6 .8 8 . 5
3 .2

(3 4)
6

2 .0~

49 × 1 0 2
3 9

② 東南部 4 6 .9 9 .8 鬘 4
3 .2~

8 0 × 1 0
3 .5

③ 北 部 4 6 .8 9 .5
3 . 4

(3 . 5)
6

1 .3 × 1 0~

1 .6 × 1 0 2
3 . 7

( ) 内 は 7 5 %値 @"の
T-N T-N ･ T-P の経年変化
(彬“ ) 湖平均値 (上層 )

0 . 1

銘弱 く COD 最大~最小値)
× 7 5 %値

　　
　　

←-→ T-N (全窒素)

0 0 5B 0 5

A
. ← ･ TーP (全 廃)

、 十 一 ‐ ←‐ ← - ‐

0昭
和
邸
年
度

西 東 北 昭 昭 昭 昭 昭
南 東口 和 和 和 和

部 部 部 53 54 55 56 57
年 年 年 年 年

、 度 度 度 度 度
表 7 4 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (翔#/ “ )

5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度

多 鯰 ケ 池 3 地 点 4.1 ~ 4 .3 宅>2 ‐8~3 ‐3 3 .0~ 3 .1 l餅3 ‐ 6~ 3 9 3 . 5~ 3 9 字>3 ‐2~3 4

拶 ) 東 郷 池

東郷池は 、 湖沼類型 Aが定め ら れてい るが C O D ( 7 5 %値) でみ る と 、 6 .0~6 .4 難し@

と 4 地点と も環境基準に適合 してお らず、 類型 C相当 と 汚濁 してい る 。 ま た 、 その他の項目 の

環境基準適合率は、 D O 9 2 % 、 大腸菌群数 6 0 %及び S S 8 % と な っ てい る 。

本棚の水質は 、 湖全体でほ と んど均一であ り 、 経年的に はだんだん と良 く な る傾向を示 して

い るが 、 5 8 年度は前年度 と比較 して、 若干悪 く な ってい る。 ま た、 中央部の全燐 (T ー P )

は前年並みであ るが、 全窒素 (T - N ) は年に よ り 変動が大き く 前年よ り 増加 してい る 。

- 82 -



表 7 5 測 定 結 果

橋津川 (測定地点図)

下浅津

上浅津 ①

② ④ 松崎

東郷川

0 1 2 #拗

地 点 番 号
及び地点名

測定
回数

pH
DO

@“レの
COD

御炙ゾのずん)
大腸菌群数

(MPN%○○ 〆
57年度
COD

@“レの

①茄 浅 発 12 8 .4 1 0
5 .2

(6.1 )
1 6

3 . 3 × 1 0

~ 1 .4 × l 0 4
4 8

②中 央 部 12 8 .3 9 7
5 . 1

(6. 0)
1 5

4 . 1 × 1 0

~ 1 .8 × 1 0 4
4 .8

③野花地先 12 8 .3 1 0
5 4

( 6 .4 )
1 6

3 . 6 × 1 0

~ 9 .0 × 1 0 3
4 .9

④松崎地先 12 8 .4 1 0
5 . 1

(6 ‐の
1 4

2 . 2 x l 0 2

~ 1 .3 × 1 0 4
4 9

COD 日 ~ 日 ′ 、 ( ) 内 は 7 5 %値

(場ンの x 7 5 %値 T一N m-N . T-p の経年変化 T~P
8 干 C (勿“g t 米子湾中央部 は層) 翻し/ “)

＼トー - ＼、 ノ
0 1

@ 3 A oお し、 、 、 、“ ′ ′ ｣‐ - - ← - . ･ 0 0 5

｣｢ TーN (全窒素)
. ･ T - P (全 燐)

莪 中 野 松 .

　 　 　 　 　 　 　
表 7 6 皺 変 化 震 鍼 鐸 護 震

昭
和
58
年
度

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 @#/ "

5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度

東 郷 池 4 地 点 6 3~ 6 7 ◇4 9~ 5且ゆ>3 .9~4 . 1 3 .8~ 3 .9 』-･4 .8~4 .9 魂占. 1 ~ 5 4

O

　　 　 　

中海は柳沼類型 Aの環境基隼が定め ら れてい る 。 鳥取県水域についてC O D ( 7 5 %値) で

見る と 、 境水道中央部 ( 2 9 噂/ " 、 渡町地先 ( 2 1 傷/ @ ) と 5 地点の内 、 境水道よ り の

2 地点で類型 A に適合 してい る が、 他の地点は 、 類型 B ~類型C に相当 し てお り 、 特に米子湾

中央部は 5 5 礪/ @ と最 も汚濁 して い る 。 他の項目 の環境基準適合率を見る と 、 D 0 5 1 % 、

S S 2 7 % 、 大腸菌群数 8 8 % と な っ てい る 。

前年度の水質と の比較を C O D について見る と 、 ほ ぼ同程度であ り 、 又、 水質の経年変化を

見る と 、 米子湾中央部では 、 ほぼ同程度であ る が そ の他の地点では 、 若干良 く な っ てき てい

る と いえ る 。

ま た 、 米子湾中央部の全窒素 (T- N ) 全廃 (T - P ) は 、 両方 と も 前年度よ り 減少 し た

が、 経年的には大き な変化はな い。

- 83 -



T - N ･ T ー P の経年変化
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　表

( COD 最大~最小値)

7 5 %値

表 7 7 測 定 結 果

号
び
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蟠
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<参考> 中海島根県水域の測定結果 (建設省及び島根県測定)

(大橋川 ) ① ②③④⑤

0 5 1α翔

地 点 番 号
及び地点名

測定
回数

pH ぐ啼D"○の
COD

御炙ヅの
S S

@“レの

57年度
COD

(場ツ8 )

①発橋地 堤 24 8 .1 83
4 .O

く4 ‐7 )
9 4 . 5

②田 島 地 先 1 1 8 .3 7 .9
4 2

(4 .3 )
1 0 4 .9

③意東鼻地先 お 8.2 7 .9
3 .9

(4 .9)
8 4.3

④中海中央部 24 8 .3 8 .2
3 .8

( 4 .4)
8 4 .O

魂 口梨地 斐 24 8 .3 8 .3
3 .7

(4 1 )
8 3 . 9

⑥安来港地先 24 8 .4 8 . 2
4 . 1

(4 .5 )
9 4 . 1

( ) 内 は 7 5 %値

<参考> 諏訪硼、 霞ケ浦、 琵琶湖及び児島観の環境基準のあてはめ並びに水質汚濁の状況と の比較

水域名
都道
府県

輻 雜
年月 日

指 定 類 型

達 成 期 間

C O D測定値 (栩/ @ ) : 平均値

湖沼
類型

C O D 測定箇所
昭 和
55年度 琵年震 甥年震

諏訪御

霞ケ浦

琵琶湖
(北湖)

(南朝 )

児島硼

湖山池

東郷池

中 海

長野

茨城

滋賀

岡山

鳥取

46 . 5 . 25

47 . 1 1 . 6

47 . 4 . 6

46 . 5 25

46 9 . 1 4

47 . 1 0 3 1

A

A

A A

B

A

3 場移惚以下

3 場物氾以下

1 場%紹以下

5 場%"以下

3場%犯以下

1 5 年以内

5 年を越える期間
で可及的速やかに

直ち に達成

5 年を越える期間
で可及的速やかに

1 0 年以内

5 年以内

湖 心

藁
湖 心

境 水 道
中 央 部

米 子 湾
中 央 部

6.4

( 6 .8)

8 .8

( 1 0 )

2 .O

( 2 2)

2 .8

( 3 . 1 )

8 .6

( 9 .9)

( 範
4 0

( 4 .8 )

2 . 6

( 3 . 1 )

5 .9

( 6 .9)

5 . O

(5 .9)

7 .8

(8 .8)

2 .O

(2 . 3)

2 .7

( 3 1 )

9 .O

(9 .7)

5 . 1

(4 ‘ 9 )

3 .8

(4 .4)

2 .7

( 3 .0)

6 .6

(6 .6 )

5 2

( 4 . 9)

9 .7

( 1 1 )

1 .9

( 2 .2 )

2 . 6

( 3 .0 )

8 .9

( 9 .8)

4 .3

( 5 .0)

4 .8

( 5 ‐5 )

2 . 1

( 2 . 3 )

5 . 1

( 5 ‐ 5)

( ) 内 は 7 5 %値

ウ 海 域

げ) 美 保 湾

美保湾の う ち 、 境港外港港湾計画水域 (地点番号②) は 、 海域類型 B 、 その他の水域は類型

Aの環境基準が定め られてい る 。 水質の状況を C O D ( 7 5 %値) で見る と 、 類型 B に指定 し

てい る水域も 1 . 6 噂/ @ と 類型 A相当の水質を保持 してお り 、 類型 Aの他の水域と合せて 1 . 1
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~ 1 . 9 彬/ “ と 全域で清浄な水質を維持 し てい る 。 そ の ほかの項目 の環境基準適合率をみる と 、

類型 Aをあてはめてい る水域でD 0 6 4 %、 大腸菌群数 9 6 % と な っ てい る以外はすべて 1の

%の適合率であ る。 ま た 、 本水域では油分はすべて不検出であ る 。

水質の変化を見る と 、 前年度に比べすべての地点で同程度あ る いは若干悪化 し てい るが 経

年的にみ る と こ の水域の水質は良 く な っ て き てい る 。

表 7 9 測 定 結 果

調 査 地 点 番 号
及 び 地 点 名 躯 讓 pH DO

(場しの
COD

ぐ場しの
大 腸 菌 群 数
(M P N/ 1 00 “ )

油分
@“〃"

57年度
COD

(場レg )

①境麓融能勢蓼婆撚 A 1 2 8 .3 8 .2
1 9

( 1 ‐ 9)
33 ~ 1 .2 x 1 0 3 N D 1 . 5

②境港市ネ噸馨為 B 12 8 . 3 7 .7
1 .3

( 1 .6 )
< 1 .8 ~ 1 .3 x 1 0 3 N D 1 ,0

③境港市福鰐礬為 A 12 8 .3 8 . 1
1 .0

( 1 .4)
< 1 .8 ~ 1 .9 × 1 0 N D 0 .8

④米子市大鶯観鞠 A 12 8 .3 8 . 1
1 . 1

( 1 ･3)
< 1 .8 ~ 1 .6 × 1 0 N D 0 .9

⑤米子市皆生地& 拗 A 1 2 8 .3 7 .9
0 . 9

( 1 . 1 )
< 1 .8 ~ 1 .4 × 1 0 2 N D 0 .9

⑥ 日 野川 l河鰐馬拗 A 1 2 8 .3 8 .O
1 .0

( 1 .3) < 1 .8 ~ 2 7 × 1 0 3 N D 0 .9

⑦ 日野川 l舵霧芻如 A 1 2 8 .3 8 .O dめ < 1 .8 ~ 1 .2 x 1 0 3 N D 0 9

⑧淀江町佐野壱増 5 加 A 1 2 8 .2 8 .O
1 .3

( 1 .5)
1 .8 ~ 2 .7 × 1 0 2 N D 1 . 1

( 〉 内 は 7 5 %値 N D 検出 さ れず

COD . ･ T - “ ‐
( COD 最大~最小値)(彬/"

× 7 5 %値
ハ 0 . 5 未満

4 0

3 . O

B ^ ◎ ③

1 . O

　 　　 　 　 　 　 　 　　
審 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ i l I
号

表 8 0 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 @#/ @ )

5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度

美 保 湾 8 地 点 L5~ 20 1 5~ 2 .3 1 .2~ 2 .2 1 2~ 2 .4 字ぬ.8~ 1 .5 0 .9~ 1 . 9
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(希 日 本海沿岸海域

日本海沿岸海域は、 海域類型 Aの環境基準が定め られてい る 。 水質測定は 、 距岸 1 初の 8 地

点及び 2 2 海水浴場で行っ たか 8 地点の C O D ( 7 5 %値) は 0 8 ~ 1 . 2 昭/ @ 、 2 2 海水

浴場は 0 . 6 ~ 2 . 1 吻/ @ で皆生温泉海水浴場を除き環境基準に適合 してい る 。 ま た 、 本海域で

は油分 も不検出で あ り 、 清浄な水質を維持 してい る 。

2 2 海水浴場につ いて見る と 、 全海水浴場について各 3 回づつ水質調査を行 っ た結果、 皆生

温泉海水浴場で C O D 及び大腸菌群数の基準オ ーバーが 1 回あ っ た以外はすべて透視度 5 0 伽

以上、 PH 8 . 1 ~ 8 3 、 C O D 2 . 0 礪/ @ 以下、 大腸菌群数 1 , 0 0 O M P N/ 1 0 0 祕以下と

｢鳥取県海水浴場整備促進要綱｣ で定め る水質基隼に適合 してお り 、 環境庁の海水浴場判定基

準の ｢快適｣ フ ン ク の水質と な っ てい る 。

表 8 1 測 定 結 果

調査地点名 躯
測定
回数

pH m

解し8)
COD

@“レの
大 腸 菌 群 数

(M P N / 1 00 祕 )
油分
@“レの

昭和57年度
COD

〔啼ゾ@ )

岩美町浦富地先
1 . 0 加

A 3 8 .3 7 8 〇 8 ( 1 ‐ 1 ) < 1 8 ~ 7 .9 × 1 0 2 N D 0 .8

福部村湯山地先
1 . 0 効

A 3 8 .3 7 .8 1 .0 ( 1 .2 ) < 1 .8 ~ 3 .4 × 1 0 N D 0 7

鳥取市堀越地先
1 0 加

A 3 8 .3 7 8 0 .8 の 9) < 1 8 ~ 70 × 1 0 N D 0 . 9

気高町八幡地先
1 . 0 加

A 3 8 . 3 7 9 0 6 (0 .8) < 1 8 ~ 1 .7 × 1 0 N D 0 .9

伯 村 伯 地 先
1 0 加

A 3 8 .3 7 .9 0 8 (0 .9 ) < 1 .8 ~ 1 .2 × 1 0 N D 1 .O

北条町松神地先
1 . 0 加

A 3 8 .3 7 9 0 .8 (0 9) < 1 .8 ~ 1 1 × 1 0 N D 0 .9

大栄町大谷地先
1 . 0 拗

A 3 8 .3 7 8 O 8 ( 1 ･ 1 ) < 1 8 ~ 2 .8 × 10 N D 07

中 山町御崎地先
1 . 0 拗

A 3 83 7 .9 0 .7 (0 .9 ) < 1 .8 N D 0 .8

( ) 内は 7 5 %値 N D 検出 さ れず

表 8 2 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
C O D 年 平 均 値 (解/ “ )

5 3 年度 5 4 年度 5 5 年度 5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度

日 本 海 沿 岸 8 地 点 1 .0~ 1 .2 0 .6~ 1 .3 0 . 7~ 1 4 0 8~ 1 4 0 7~ 1 .O 0 6~ 1 .O
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表 8 3 海水浴場水質調査結果

海 水 浴 場 名
採 水
地点数

採 水
回 数

測 定 項 目

透視度
( Cm)

pH C O D

(場しの
油 分
(場ゾリ

大 腸 菌 群 数
(M P N/ 1 00 祕)

東 浜 海 水 浴 場

羽 尾 海 水 浴 場

牧 谷 海 水 浴 場

浦 富 海 水 浴 場

大 谷 海 水 浴 場

岩 戸 海 水 浴 場

砂 丘 海 水 浴 場

賀 露 海 水 浴 場

白 兎 海 水 浴 場

小 沢 見 海 水 浴 場

水 尻 海 水 浴 場

浜 村 海 水 浴 場

浜村西海岸海水浴場

青 谷 海 水 浴 場

井 手 海 水 浴 場

水 無 瀬 海 水 浴 場

小 浜 海 水 浴 場

石 脇 海 水 浴 場

宇 谷 海 水 浴 場

羽 合 海 水 浴 場

八 橋 海 水 浴 場

皆生温泉海水浴 場 ハbQUQURUnひらりへるハ3月れせり“り“̂(Un/&?“まれせり“̂DQUへりQUQ〉?“ QUりひらりリムQUリムQu
50以上 82~8 .3

8 .2~ 8.3

8 . 2~8 .3

8 .2~8 .3

8 .2~8 .3

8 .2~8 .3

82~8 .3

8 .2~8 .3

8 .2~ 8.3

8 .2~8 .3

8 .2~8 .3

8 .2~8 .3

8 .2~8 .3

8 . 2~ 8 .3

8 .2~8 .3

8 .2~ 8.3

8 .2

8 .2~8 .3

8 .2~8 .3

8 . 2~8 .3

8.2

8 . 1

0 .5~ 0 9

<0 5~0 .9

< 0 .5~ 1 . 1

0 . 5~0 .7

1 .2~ 1 .4

<0 .5~ 1 .3

0 .7~ 1 .1

0 .5~0 .9

0 . 5~0 .6

<0 .5~ 1 .4

0 .6~ 1 4

0 6~ 1 .4

0 .6~0 .7

0 . 6~0 . 9

0 . 6~ 0 .8

<0 . 5~ 1 . 1

0 . 6~0 .7

0 . 5~ 1 . 5

0 .7~ 1 .6

0 .6~ 1 .8

<0 .5~ 1 .5

0 .8~ 21

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

2 .2~ 1 .4 x 1 0 2

< 1 .8~3 .4 x l o

<1 .8~ 1 . 1 x 1 0

< 1 .8~8 .0 × 1 0

< 1 .8~ 1 .2 x 1 0 2

3 .8~ 1 .6 × 1 0 2

< 1 .8~ 1 .8

4 .0 × 1 0~ 4 .9 × 1 0 2

2 . 7 “〉6 .0 × 1 0 2

2 .0〉2 .4 × 1 0 2

1 .8し3 . 1

1 .7 × 1 0~ 6 .0 × 1 0 2

1 0 × 1 0~ 1 .3 × 1 0

< 1 8~4.3

1 .9~3 .2 × 1 0 2

< 1 . 8~2 . 4 × 1 0

4 . 3~ 2 6 × 1 0

3 .3~3 .4 × 1 0

4 ,4 × 1 0~ 5 ,9 × 1 0 2

1 .8~ 1 .6 × 1 0

1 .2 x 1 02~9 . 9 x 1 0 2

< 1 8~2.o x 1 03

環 境 基 準 (海域類型 A ) 7 . 8~8 .3 2 以下 N D 1 , 000 以下

N D 検出 さ れず

( 日 本海沿岸海域測定地点図) 場 席 節
　 　 　 　 　 　 　 　o 大 鱗顫

海
岸
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第 2 節 水質汚濁防止対策

環境基準のあて はめ

水質汚濁に係る環境基準は昭和 4 5 年 4 月 2 1 日 に閣議決定さ れた。 こ の環境基準は、 人の健康保

護に関する環境基隼と生活環境の保全に関する環境基準か ら な っ てい る 。

人の健康の保護に関する 環境基準は 、 全公共用水域に･一律に適用 さ れ かつ、 直ち に達成維持する

も の と さ れてい る 。

生活環境の保全に関する環境基準は 、 河川 、 柳沼、 海域ご と に利用 目 的に応 じて知事があて はめ る

こ と と さ れてお り 、 県下の公共用水域の う ち千代川 、 天神川 、 日野川 、 湖山池、 東郷池、 中海、 美保

湾及び 日本海沿岸海域につ いて、 表 8 4 の と お り 水質汚濁に係る環境基準の水域類型のあてはめを行

い こ れを水質保全行政の 目標と して い る 。

表 8 4 主要水域の環境基準

ん鑪
野

水 域 名
告 示

年月 日
類 型

環境基準の
達 成 期 間

羞 爬 辺 巨 値

pH 斡D COD S S m 奈 噸 油 分

川合川合川上靴ゆ期ゆ暗赫
上流 (有富川
流点か ら上流

上流 (小鴨川
流点か ら上流

上流 (日 野橋
流)

、t■/、、■ノ

昭和
46 9 1 4 河川 AA

" 螢

〃 魅

直ちに達成
する。

65人85
栩翔@

1 以下
場搜 2字

以下
7字
以上

MPNれ飾り“

50 以下

千代川下流 (有富川
と の合流点か ら 下流)

天神川 下流 (小鴨川
との合流点か ら 下流)

日野川下流 ( 日 野橋
か ら 下流 )

46 . 9 . 1 4 河川 A

" A

" A

直ち に達成
す る 。

6 5,し85 2以下 2 5

以下 綾上
1 , 00O
以下

湖山池全域

螂燧域

斐伊川水系の中海及
び境水道

46 9 . 1 4

4 7 .10 3 1

柳沼 A

" A

" A

5 年以内で
可及的すみ
やかに達成
する 。

65 ()85 3以下 5以下
7丸

1 , 0 0O
以下

美保湾 (。十画港湾施
設内の海域)

美保湾 (その他の毎
域)

鳥取県地先海域 (美
保湾を除 く )

48 3 . 2 0

48 3 . 3 0 BAA
繊

繊密勢繊繊詠菟蝦璃擁兆畝%
7 8()8.3

7 .8(}8 3

3以下

変以下

5以上

も麦上
1 , 000
以下

検出 され
ない こ と 。

検出され
ない こ と 。
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2 環境基準達成のための施策

環境基準の類型あてはめを行っ★ブ水域の うち、 美保湾及び特に水質の改善が見 られない湖山池、 東郷

池、 中海について、 環境基準を可及的速やかに達成、 維持する ための各種の施策を推進 して いる 。

なお 、 中海については、 昭和 5 8 年 1 2 月 に ｢中海水質管理計画｣ を策定 し、 総合的な対策を実施

してい る。

表 8 5 湖山池、 東郷池、 中海及び美保湾の環境基準達成のための施策

施 策 の 名 称
対 象 水 域

湖山池 東郷池 中 海 美保湾

公共下水道の整備促進

工場 ･ 事業場の排水規制強化

u尿処理施設、 家畜の飼養施設の適正な維持管理の強化

清掃事業の強化

湖沼、 河川の整備推進

浄化用水の導入

栄養塩類の実態の解明

合成洗剤の使用合理化指導

養殖漁業の制限

底質の対策

適正な土地利用。十画の策定

動力船の使用制限 0000○○○000〇 0000000000〇 0000000000〇 0000〇
表 8 6 昭和 5 8 年度事業実績 (鳥取県水質審議会資料に よ る )

事 業 名 事 業 費 椚の 事 業 内 容

公共下水道の整備
天神川流域下水道

倉吉市公共下水道

羽合町公共下水道

東郷町公共下水道

米子市公共下水道

(内浜処理区)

3 , 1 3 1 , 982

420 , 300

21 5 000

226 , 000

582 , 572

管き ょ 延長増 約 2. 9 観 天神浄化セ ン タ ー設備工事

約 3. 7 加

約 1 . 0 加

約 1 . 0 如

約 2. 1 如

工場、事業場の排水対策
840 湖沼周辺の特定事業場に対 し 、 水質汚濁防止法に基づ く

立入澗査及び排水処理指導の実施

し 尿 浄 化 槽 、

家 畜 飼 養 施 設対 策

171

1 , 528

湖沼周辺の し尿浄化槽立入検査、 管理指導の実施

畜産経営者に対する環境保全技術の普及浸透
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事 業 名 事 業 費 鰡0 事 業 内 容

合 成 洗 剤 の

使 用 合 理 化 指 導 抑895にJ

リ ンを含む合成洗剤の使用合理化指導の推進及び家庭

雑排水の浄化対策についての啓も う 活動の実施

合成洗剤、 粉石鹸の価格需給動向調査の実施

( 県全体の傾向 と し て、 店頭か ら有 リ ン合成洗剤が減

少 し、 無 リ ン合成洗剤が主流と な っ てき てい る 。 )

底泥の除去対策
中 海 浄 化 事 業

東郷池浄化対策工事

硼山池浄化対策工事

31 2 , 400

( 2 1 4 , 000 )

1 1 7 , 000

1 1 7 , 000

湖岸堤 (ヘ ド ロ 捨場護岸) の建設

事業費 ( ) は改修費分と して外書き

底泥浚櫟 23, 365 禰 (進捗率 面積ベー ス 63 . 3 % )

底泥浚諜 27 , 840 露 (進捗率 面積ベース 1 0 . 1 % )

ア
Q
J 水質汚濁規制

排水規制

排水規制につ いては水質汚濁防止法、 上乗せ条例及び鳥取県公害防止条例に よ る規制を行っ てい

る 。 水質汚濁防止法に よ る規制は 9 2 種類の事業場 (特定事業場と い う 。 ) を対象と し 、 1 日 の平

均的な排出水の量が 5 0 #以上の特定事業場を 、 ま た上乗せ条例 に よ る規制は 、 中海、 美保湾流域

(米子市、 境港市、 日 吉津村) を適用区域と し 、 1 日 の平均的な排出水の量が 2 5 禰以上の特定事

業場を規制対象と して い る 。

水質汚濁防止法によ る排水基準は 、 有害物質に関する もの及び生活環境に関す る項目 と もすべて

総理府令で定め る一律基準 ( B O D又は C O D : 平均 1 2 0 鱒/ @ 、 最大 1 6 0 栩/ @ 、 S S : 平

均 1 5 0 吻/ @ 、 最大 2 0 0 物ザ/ @ 等) を適用 してい る 。 ただ し 、 美保湾海域への流圦も汚濁負荷量

の大き な割合を しめてい るパルプ工場に対 しては 、 昭和 5 2 年 3 月 2 0 日 か ら 、 よ り 厳 し い基準と

して上乗せ条例によ る排水基準 (B O D及びC O D : 平均 9 0 礪/ @ 、 最大 1 2 0 鰡/ @ 、 S S :

平均 5 0 噂/ @ 、 最大 6 0 勿#/ @ ) を適用 してい る 。

鳥取県公害防止条例に よ る規制は、 1 日 の平均的な排出水の量が 5 0 濯以上の集団給食施設につ

いては pH 、 B O D又は C O D 、 s s 、 大腸菌群数を規制項目 と し 、 ド フ ム缶更生業、 車両洗浄施

設 鰍"道楽、 自動車整備業、 ガソ リ ン ス プ ー シ ョ ン等) については油分を規制項目 と し て昭和 4 7

年 4 月 1 日 か ら規制を行っ てお り 、 こ れに対する 排水基準は 、 同条例に よ る排水基準を適用 してい

る 。
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表 8 7 水質汚濁防止法の排水基準 (昭和 4 6 年総理府令第 3 5 号 )

= 有害物質に係る 基準

種 類 許 容 限 度

カ ド ミ ウ ム及びその化合物

シア ン化合物

有機 リ ン化合物

◇“ ラ チオ ン、 メ チ ノ““ フ チ オ ン、 メ チル ジ メ

ン ト 及びE P N に限る )

鉛及びその化合物

六価 ク ロ ム化合物

ヒ素及びそ の化合物

水銀及びアルキル水銀そ の他の水銀化合物

アルキル水銀化合物

P C B

カ ド ミ ウ ム 0 . 1 吻/ @

シ ア ン 1 増/ @

1 礪/ @

鉛 1 勿#/ β

六価 ク ロ ム 0 . 5 彬/ @

ヒ 素 0. 5 彬/ @

水銀 0 . 0 0 5 礪/ @

検出 さ れな い こ と

0 . 0 0 3 鰡/ “

(2) 生活環境項目 に係 る基準

種 類 許 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 (水素指数) 〔 PH 〕

生物化学的酸素要求量 〔B O D 〕 (吻/ @ )

化学的酸素要求量 〔C O D 〕 ( “ )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( " )

ノ ルマルヘキサ ン抽出物質含有量 ( “ )

(鉱油類含有量)

ノ ルマルヘキ サ ン抽出物質含有量 ( " )

(動植物油脂類含有量)

フ ェ ノ ー ル類含有量 ( “ )

銅含有量 ( “ )

亜鉛含有量 ( “ )

溶解性鉄含有量 ( 〃 )

溶解性マ ンガ ン含有量 ( “ )

ク ロ ム含有量 ( “ )

フ ッ ソ含有量 ( “ )

大腸菌群数 ( 1 流につき 個)

5 .8~8. 6 (海域以外の水域)

5 0~ 9 .0 (海域)

1 6 0 ( 日 間平均 1 2 0 ) (海域及び湖沼以外の水域)

1 6 0 ( 日 間平均 1 2 0 X海域及び湖沼 )

2 0 0 ( 日 間平均 1 5 0 )

5

3 0

5

3

5

1 0

1 0

2

1 5

日間平均 3 , 0 0 0

節
等
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表 8 8 上乗せ条例の排水基準 (パルプ製造業及び木材化学工業に係る も の )
(昭和 4 8 年鳥取県条例第 4 0 号)

項 目 許 容 限 度

水素イ オ ン濃度 (水素指数) 〔 PH 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D 〕 (mg/ “ )

化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( " )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( " )

ノ ルマ ルヘキサ ン抽出物質含有量 ( “ )

(鉱油類含有量)

ノ ルマ ルヘキサ ン抽出物質含有量 ( " )

(動植物油脂類含有量)

大腸菌群数 ( 1 c孟 につ き 個)

5 . 8 ~ 8 . 6 (海域以外の水域)

5 . 0 ~ 9 0 (海域)

1 2 0 ( 日 間平均 9 0 )

1 2 0 ( 日 間平均 9 0 )

6 0 ( 日 間平均 5 0 )

5

3 0

日 間平均 3, 00O

表 8 9 鳥取県公害防止条例の排水基準
(昭和 4 6 年鳥取県条例第 3 5 号)

項 目 。午 容 限 度

水素イ オ ン濃度 (水素指数) 〔 PH 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D 〕 (mg/ “ )

化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( " )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( " )

ノ ルマ ルヘキ サ ン抽出物質含有量 ( " )

(鉱油類含有量)

大腸菌群敷 く 1 c曲こつ き 個)

58 ~ 8. 6 (海域以外の水域)

5 . 0 ~ 9 . 0 (海域)

1 6 0 ( 日 間平均 120 ) (海域及び湖沼以外の水域)

1 6 0 ( 日 間平均 120 ) (海域及び湖沼)

2 0 0 ( 日 間平均 1 50 )

2 0

日 間平均 3, 00O

ィ 監視、 指導状況

水質汚濁の発生源であ る工場、 事業場についてみ る と 、 水質汚濁防止法で届出が義務付け られた

特定事業場は 2, 1 00 事業場であ り 、 こ の う ち排出水の B O D又は C O D等の項目が規制される特定

事業場 〔 1 日 の平均的な排出水の量が 5 0 孟以上 (米子市、 境港市、 日 吉津村においては 1 日 の平

均的な排出水の量が 2 5 鱸以上 ) 〕 は 2 8 2 事業場であ る 。

鳥取県公害防止条例で届出が義務付け られた汚水関係特定事業場は 6 4 6 事業場で、 こ の う ち排

水基準の適用を受け る汚水関係特定事業場は 1 0 事業場であ る 。

昭和 5 8 年度の水質汚濁防止法及び鳥取県公害防止条例によ る工場、 事業場の指導状況を見る と 、

立入検査事業場は延 1, 1 43 件であ り 、 こ の う ち排出水凋査事業場延 677 件の う ち 、 排水基準に違反

して いた事業場及び違反のおそれのあ る事業場に対 し 、 延 5 6 件の文書によ る改善指導を行っ た。

なお 、 こ れ ら の う ち 、 9 事業場について は水質汚濁防止法及び鳥取県公害防止条例違反 (排水基準

違反) 事業場 と し て 、 新聞等に公表 した。
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表 9 0 水質汚濁防止法の特定事業場一覧表
(昭和 5 9 年 3 月 3 1 日現在)

保健所名

特定事業場の区分

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即武/日以上 届出 即孟/日以上 届出 即が/日以上 届出 即虱/日以上 即證/日未満萄武/日以上 届出 即孟/日以上 届出 50謹/日以上 即孟/日未満雛武/日以上
1 - 2 家 畜 飼 養 施 設 24 ｣1I- 28 34 1 6 5 1 07 ･T･上一

2 畜 産 食 料 品 製 造 業 6 4 7 7 4 1 0 6 ･11- 2 32 14 ★‘▲

3 水 産 食 料 品 製 造 業 41 2 十よ 1 6 4 74 23 1 3 1 32 29 13

4 饗 穐瀦番実製の造保 棄 2 2 4 1 3 4 1･l- 2 25 3

5 脅そ酢‐ 醤塾な ソ造- 桑 10 2 1 3 2 1 ･1L- す･I▲ 47 ｣1I-

8 袋 ン あ菓 子ん製 造棄 14 7 ずI▲ 3 2 ･TL- 1 1 3 ‘1l-

9 米 菓 製 造 業 114 2 3

1 0 飲 料 製 造 業 5 1 1 18 ･14 1 7 十I‘｣ す･I- 3 54 2 1I-

1 1 薯 機物質桑裁可製料遊 楽
寸上

3 2 3 2

1 2 動 植 物 油 脂 製 造 業 3 寸■I｣ 4 す･I-

1 6 め ん 類 製 造 業 3 2 1 0 7 11- 23

1 7 豆 腐 ･ 煮 豆 製 造 業 31 ･'･L- 35 50 32 2 1 7 1 55 3 1

18 - 3 た ば こ 製 造 業
L

2 2 2 2

1 9 釀 績 業 這繊 維 製 緊 1･I▲ ･1I- 7 2 5 1 3 3

2 1 - 3 合 板 製 造 業 4 2 2 6 2

2 2 木 材 薬 品 処 理 業 1 1

23 空し星謠 ‐髪紙 凄絮
23 - 2 葡飜 : 皸嚢

35 8 22 4 1 1 1 59 1 3

5 4 1 3 1 23

27 騒 機 化 学造工 業 製 緊 1 1

46 萬 機 化 学 工 業 製 品造 業
1 1

5 1 - 3 ゴ ム 製 品 製 造 業 ｣1I- 1･I- 1 1

54 セ メ ン ト 製 品 製造業 9 8 9 8 3 37

55 生 コ ン ク ノ ー ト 製造業 4 4 5 6 2 2 1

57 人造黒鉛電極製造業 ず■‐』 1

59 砕 石 業 2 11- 6 1 2 2 6 3 1 8 5

60 砂 利 採 取 業 ･11- 14 11- 2 ll 4 1

6 1 鉄 鋼 業 1 1 2 1 3 2
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保健所名

特定事業場の区分

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 閃孟/日以上 届出 50孟/日以上 届出 即證/日以上 届出 即武/日以上 即孟/日未満第武/日以上 届出 即話/日以上 届出 即孟/日以上 即孟/日未満都孟/日以上
64 ガ ス 供 給 案 1･I- ｣1I- ｣1.-- 十一

65 雫 蒼 装 孟 麺 産 論 議 6 4 3 2 2 一14 1 1 6 ず1一

66 電 気 メ ッ キ 施 設 3 11̂ ｣1l･ム 4 ず･L-

66 - 2 旅 館 業 354 18 50 209 37 188 27 7 67 11“ 868 83 7

67 洗 た く 業 43 14 49 67 14 ｣1I- 6 1 79 1･L･ ･1｣-

68 写 真 現 像 業 3 14 5 5 11- 14 ･1L-

68 - 2 病 院 2 2 2 2

69 と 畜 業 1 1 2 2 3 3

69 - 3 地 方 卸 売 市 場 一14 11- 1 1 2 2

70 廃 油 処 理 施 設 1 1

70 - 2 自 動 車分解整備業 3 2 1 6

7 1 自 動 式車輌洗浄施設 27 2 17 1 53 2 2 3 102 3 2

7 1 - 2 試 験 研 究 機 関 等 13 11 5 1 4 3 1 5 2 4 3 50 6 4

7 1 - 3 『継擬発葉 燒却施没 5 3 4 1 2

72 し 尿 処 理 施 没 13 1 0 ｣1I- 8 8 25 23 2 1 1 48 42 2

73 下 水道終末処理施没 2 2 1 1 3 3 i 6 6

盟 鸚謙競鞄鰻 1･竈- 3 3
I

も メ、 3
合 。十 659 62 206 5 5 1 9 66 603 1 06 38 l 1 1 3 《2,雙′24凶 38

鰡 中海 美保湾水域 (米子市、 境港市、 日 吉津村) は上乗せ条例の制定によ り 排水量 2 5 孟/
日 以上が規制の対象と な っ て い る 。

表 9 1 鳥取県公害防止条例の汚水関係特定事業場一覧表 (昭和 5 9 年 3 月 3 1 日現在)

*
特定事業場の区分

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 。十

届出 即盂/日以上 届出 即話/日以上
届

出

盤Q
筥
型

届

中

50

m3

/
日

堅

届

出

5mg
/
日

以
上

届

出

50

m3

/
日

以
上

1 集団給 食 施 没 1 3 9 1 5 5 2 1 3 3 6 1 8

2 ド フ ム缶更生業 1 1

3 車 輌 洗 浄 施没 143 14 67 1 87 1 37 1 50 蜑望 2

合 。十 1 56 ･1lー 76 202 5 1 59 4 53 646 1 0
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表 9 2 事業場に対する立入検査、 改善指導状況

o 水質汚濁防止法適用事業場

立入検査
事 業 場
延 件 数

排出水凋
査事業場
延 件 数

違 反

事 業 場
延 件 数

改善指導

延 件 数

改 善
命 令
件 数

69 33 1 4 0

立入検査
事 業 場
延 件 数

排出水濁
査事業場
延 件 数

違 反
事 業 場
延 件 数

改善指導

延 件 数

改 善

命 令
件 数

1 , 074 644 8 52 0

o 鳥取県公害防止条例適用事業場

(注) 改善指導延件数は文書で指導を行っ た件数

o 違反事業場の違反内容

業 種 件数

違 反 項 目

業 種 件数

違 反 項 目

一 般 項 目 一 般 項 目

pH BOD S S 蚕腸嬢 pH BOD S S 枦襄
畜 産 農 業 ･1･Iー "14

紡 績 業 繊 維
製 品 製 造 業

1 1

ヌ幅産-食 料 品
製 浩 業

｣1Î ◆I二 旅 館 業 3 2 1 1

野菜果実保存
食料品製浩業

･IIA “T■"- 集団給食施設 1 1

製 あ ん 業 114 “'･1▲ 。十 9 1 7 1 1

鮫 川4 下水道の整備

下水道は、 住みよ い都市づ く り のため に欠 く こ と のでき な い基盤施設であ るが、 あわせて良好な水

質環境の回復 、 保全のために大き な役割を果 してお り 、 特に 、 有効な対策が乏 し い う え 、 公共用水域

の汚濁要因 と な っ て い る生活排水対策の切 り札と して 、 その重要性が一段と増 して き て い る 。

ア 公共下水道

県内の公共下水道は、 各市町村が管理す る単独公共下水道と 、 流域下水道 (県が管理) に接続 し

て処理す る流域関連公共下水道があ る 。

こ れ らの公共下水道の整備状況は表 9 3 の と お り で、 下水道の普及率は全国の約 3 3 %に対 し 、

本県では 1 3 . 4 % とかな り遅れてい る 。

表 9 3 公共下水道の整備状況

区分 市町村名
。十画決定
年 月 日

。十面決定
処理面積

をの

。十画区域内
処 理 人 口
閃

供用開始
年 月 日

昭和 5 8 年度末整備状況
行政区域内
人□(A) 閃

処理可能
面 積 伍の

処理可能
人口(BXN

普及率
儼%鰯笏

聡雫水漣
鳥 取 市 32 . 9 . 27 1 , 629 1 18, 870 43 . 1 1 . 1 2 ※ 1 34, 52 2 625 56 , 1 60 4 1 7

米 子 市 44 4 . 23 1 , 997 1 15, 000 49 . 1 0 1 1 30, 337 277 22, 5 10 1 7 3

境 港 市 58 . 8 . 19 563 26, 200

-

大 山 町 68 . 1 L 2D 20 10, 000
-

公共下水道流域関連
倉 吉 市 52 . 2 . 25 1 , 042 4 1 , 080 59 . 1 . 20 52, 560 72 2 , 360 4 5

羽 合 町 52 . 8 . 3 30 1 5,420 59 . 1 . 20 6, 940 1 4 820 1 1 .8

東 郷 町 52 . 8 . 2 1 50 3, 170 59 . 1 . 2 0 7 , 089 4 1 0 0 1

三 朝 町 56 . 8 , 1 1 1 35 3, 650 L 一

関 金 町 56 . 8 . 1 1 46 1 , 800

。十 / 5,883 325, 1 90/ 61 1, 277 992 8 1 , 860 1 3 4

曲 ※印は 58 10 1 県統。十県推計人口 。 ( }内 は下水道事業。十画認可年月 日
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イ 流域下水道

流域下水道は 、 特定の水域の水質環境を保全する ため 、 当該流域内の市町村の公共下水道によ る

下水を受けて 、 こ れ らの下水を効率的に処理す る施没であ る 。

県では 、 天神川 、 東郷池等天神川関連流域の水質保全をはかる ため 、 当該流域の下水道整備総合

。十画を策定 し 、 こ れに も とづいて昭和 4 9 年に天神川流域下水道事業。十画を決定、 事業に着手 して

い る 。

こ の事業の概要は次の と お り であ り 、 昭和 5 9 年 1 月 か ら 1 部が供用開始さ れた。

表 9 4 天神川流域下水道事業概要

処理区域面積 人口 汚水量

区 分 単 位 倉吉市 羽合町 東郷町 三朝 町 関金 町 北条町 合 。十

予定処理区域 ho
(1 , 342 1 )
1 , 250 . O

(357 . 3 )
357 .3

(239. 0 )
239. O

( 184 . 3 )
134 .6

( 53 .8)
53 .8

( 1 06 . 3 ) (2 ,282 .8 )
2 ,034 7

予定処理人口 人
( 49, 800)
43, 2 00

(5, 9 1 0 )
5, 9 1 0

(4, 730 )
4, 730

(5 , 060 )
3, 630

( 1 , 900)
1 , 900

(2, 890 ) (70, 290)
59, 370

汚 水 量
( 日 最 大)

謹/ 日 84, 1 76 30, 868 1 5, 705 17, 368 3, 682 6, 袋粥 1 58, 287

※ ( ) 内は全体計画の区域及びその人口 、 ( ) 外は都市計画決定及び下水道事業計画認可
の区域及び人口を示す。

施没概要 (下水道事業。十画認可)

名 称 管 径 延 長 名 称 敷 地 面 積 処 理 方 式 処理能力 予定水質

倉 吉 幹 線

東郷羽合幹線

三 朝 幹 線

中 江 幹 線

合 。十

%
2, 000 ~ 450

1 , 1 00 ~ 900

90 0

1 , 1 00 ~
1 , 000

1 8, 642

2, 720

4, 705

1 , 995

28, 062

天神浄化
セ ン タ ー

約 12 .88 ho
標準
活性汚泥法

武/日

160, 000

証%“
流入下水
BOD 150

S S 1 50

放流水
BOD 1 5
S S 1 5

5 農業集落排水処理施設の整備

農村総合整備モブル事業、 農村基盤総合整備事業、 農業集落排水事業等によ り 、 農業振興地区内に

あ る集落 (おおむね 1 , 000 人以下) か ら の排水を適正な処理を行っ た後、 放流する も ので、 農業生産

環境の保全、 農村の生活環境の保全を 目 的 と して い る 。

こ の施設では生活雑排水を含めて処理する こ と と な る ため 、 生活雑排水対策と して下水道と 同様極

めて有効な処理方法であ る 。
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県内におけ る昭和 6 8 年度現在の農業集落排水処理施設整備地区は表 9 5 の と お り であ る 。

表 9 5 農業集落排水処理施設整備地区一覧表

事 業 名 市町村名 集 落 名 着工年度 計画人民 計画戸贅
。十 面 日 最 大
汚水量 (霊/ 日 )

処 理 方 式

農 村 総 合
整備モブル
事 業

東 郷 町 宮 内 5 8 1 8 0 3 5 5 9 . 4
疲 鸚
接触ば っ気
方式
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